
読み語り 

 ５月２７日(水)に永田記念図書

館の職員が来校され、読み聞かせ

をしてくださいました。今年度も、

月に 1 回程度、読み語りしてくだ

さいます。今回は、最初に「歯と口

の健康週間(６月４日～１０日)」に

ついての本の読み聞かせがありま

した。 

次に、紙芝居の始まりには、６年

生の○〇〇〇さんが「拍子木」をカ

チカチと鳴らして始めました。昔

は、紙芝居屋さんがこの拍子木を

カチカチと鳴らしながら街をまわ

り、子どもたちに「紙芝居が始まる

よ」と知らせる合図として使われ

ていました。現代でも、大相撲の呼

び出しなどに使われていますね。

今回の読み聞かせは、昔の文化を

体験することもできました。 

ふるさとの恵みと感謝の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ６月８日(月)に○○さんの御厚意
で、全校児童にいちご狩りを体験させ
ていただきました。畑に足を運び、自
分の手でいちごを摘み取るという経
験は、日常の中ではなかなか味わうこ
とのできない、貴重な学びの機会です。
子どもたちの笑顔からは、その喜びと
感動が伝わってきました。子どもたち
は今回の経験を通して、多くの人に支
えられて学校生活を送っていること、
そして、自分たちの周りには思いやり
にあふれた大人がいることに気付い
たことと思います。ぜひ、この気付き
を大切にし、感謝の心をこれからの生
活の中で生かしてほしいと願ってい
ます。また今回の体験は、ふるさとの
良さを改めて感じる機会にもなりま
した。豊かな自然、地域の方々の温か
さに触れた子どもたちの中に、「ふる
さとっていいな」という思いがしっか
りと芽生えてくれたのではないでし
ょうか。 
御協力いただきました○○さんに、

心より感謝申し上げますとともに、こ
れからも力いっぱい・笑顔いっぱいの
学校づくりを進めてまいります。 

目指す学校像「力いっぱい・笑顔いっぱい志々伎小学校」  

し  
じ  
き  
小  

令和８年 ６月 ９日 

平戸市立志々伎小学校 

校 長  山田 泰生 

  №１４  
 

目指す児童像 


